
　私は里山の自然の研究をしています。なかでも関心
を持っているのが、丘陵の中にひょっこりと姿を現す、
湧水によってできた小さな湿地、湧水湿地です。野山
を歩きまわって湧水湿地を見つけると、私は宝物に出
会ったような感覚を覚えます。なぜなら、こうした湿
地にはたくさんの素晴らしい生き物がいるからです。
私の研究テーマは、おおざっぱにいうと、彼らが生き
ている土地がどんな場所か知ることです。それぞれの
土地には、地質や地形、水の条件といった様々な個性
があります。また、そこを暮らしの中で利用する人々
とのかかわりもあります。このような土地の個性や利
用の履歴が、生き物の暮らしにずいぶんと大きな影響
を与えています。これを解き明かし、生き物が生きて
いくための環境の仕組みや保全について考えるのです。
ですから、湧水湿地を調査するときは、生き物だけで
はなく周りの環境全体を詳しく見ます。
　今から 3年ほど前のことです。ある湿地関係の集ま
りで、豊田市自然観察の森の大畑孝二さんから、「豊
田市に矢並湿地という優れた環境の湿地があります。
ぜひここでも研究をしてみませんか」とお誘いをいた

だきました。頂いたパンフレットには、咲き始めのか
わいいシラタマホシクサに止まるハッチョウトンボが
印刷されていて、目を引きました。白く丸い花をつけ
るシラタマホシクサは、私が湿地に関心を寄せるきっ
かけの一つとなった大好きな植物です。そんな花が一
面に咲くところならぜひ、と矢並湿地にお邪魔して、
湿地の成り立ちに関する調査を始めました。

　矢並湿地は豊田市街地から東に 4kmほどの丘陵地
にあります。東西の谷にひとつずつ、計 2つの湿地が
あり、その周りはこんもりとしたコナラの林に覆われ
ています。コナラは、人の手が加わった里山に生える
代表的などんぐりの木です。その景色を見て、この湿
地にはずっと以前から人々の暮らしと深いかかわりが
あったのだろうな、と私は想像しました。そこで、研
究は「人と湿地の関係史」に焦点を絞りました。
　調査はいろいろな方法を用いました。地形の測量、
堆積物を調べるボーリング、井戸を掘っての地下水位、
空中写真からの周囲の森林の植生判読、現在の植生調
査。地域にお住いの方からの聞き取りも行いましたが、
その中でも印象的だったのが、近くで田んぼをされて
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里山の湿地・東海丘陵湧水湿地群
富田　啓介　

公開日の矢並湿地。たくさんの人たちが湿地の動植物に会いに来る。

真上から見た矢並湿地のミカワシオガマ。下に写り込んだ小さく白い花はシラ
タマホシクサ。
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いた方のお話でした。戦後間もない時期には、あまり
意識はしなかったけれど湿地がすでにあって、下流の
田んぼでは、湿地から漏れ出した湧き水でおいしいお
米がとれたそうです。収穫量は少なかったけれど、す
し屋が買い付けに来たとか。湿地は今のように特別な
保全対象ではなく、何とはない景色の中の一つであっ
て、そして人々の生活の中で大切な役割を果たしてい
たのです。これは特殊な事例ではなさそうです。人々
の暮らしに近い場所にある湧水湿地は、何らかの人と
のかかわりを持ちながら形成され、維持されてきたと
いえるでしょう。私は、この研究を通じて、湧水湿地
はまぎれもない里山の一部だという認識をさらに強く
しました。

＊
　さて、この研究をちょうどまとめ終わった頃の
2012 年、矢並湿地とその近くにある同じタイプの 2
湿地（上高湿地・恩真寺湿地）の 3か所が国際的な湿
地保護条約であるラムサール条約に「東海丘陵湧水湿
地群」という名前で登録されることになりました。私
の研究と登録とは直接のかかわりはありませんが、何
度も通って愛着の湧いた湿地が世界の重要な湿地とし
て登録されるのは大変嬉しいことでした。
　これらの湿地には、世界中で東海地方にのみ見られ
る植物、あるいは特に分布が集中している植物（東海
丘陵要素植物）がたくさん分布しています。先に書い
たシラタマホシクサは東海丘陵要素植物のひとつです
し、春一番に咲くシデコブシや、秋にシラタマホシク
サと共演するミカワシオガマなどもそうです。このほ
かにも、サギソウやミズギク・ムラサキミミカキグサ
といった絶滅が心配されている植物、ホトケドジョウ・
ヒメタイコウチといった希少な動物も住んでいます。

　こうした生き物の生活の場としての希少性がラム
サール条約に登録された大きな理由の一つですが、こ
れらの 3つの湿地だけが突き抜けて重要であるとい
うことでは決してありません。東海地方だけではなく、
関西の丘陵地や瀬戸内海周辺など西日本には数えきれ

ないほどの湧水湿地があり、保全上重要な生き物が生
活の場としています。研究を通じていろいろな湧水湿
地を訪ねますが、一つとして同じ環境の湿地はありま
せん。人と同じようにそれぞれに個性があり、生きて
いる生き物も異なります。私はそこに強い愛着を感じ
ます。しばらく前に流行った歌ではありませんが、湧
水湿地の世界にナンバーワンはなく、すべてがオン
リーワンなのです。
　また、湧水湿地という環境はとても不安定で、短い
時間で生成と消滅を繰り返しているということも保全
上考慮しなくてはなりません。ですから、ある湿地が
消滅しても、また新しくできた別の湿地に生き物が移
動して暮らしていけるような、目に見えない「湿地の
ネットワーク」が意識されるべきです。そして、その
ネットワークを結
びつけているのが、
人が作り上げてき
た田んぼやため池、
雑木林といった里
山の自然であるこ
とも忘れてはいけ
ません。周囲の里
山の自然と一体と
なった湿地の保全
が望まれます。
　このように、湧水湿地の保全は、尾瀬ガ原や釧路湿
原といった原生的な湿地でのやり方をそのまま応用す
ることは困難です。東海丘陵湧水湿地群がラムサール
条約登録湿地になったことで、世界中がこうした特有
な湿地の保全の行く末を見守ることになりました。地
域に住む私たちの意識や行動も試されています。矢並
湿地では毎年秋に一般公開が行われています。まずは
ぜひ、身近なところにある湧水湿地の世界をのぞいて
みませんか。

（とみた　けいすけ、名古屋大学環境学研究科
COE研究員）
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上高湿地のシデコブシ。ほかの場所より花の色がとても濃い。

恩真寺湿地のムラサキミミカキグサ。高さ10cmほどの小さな食虫植物。

初夏の矢並湿地。周囲のコナラ林の新緑がまぶ
しい。
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　矢並湿地では平成 10 ～ 11 年に生物調査が実施さ
れましたが、昆虫では同定に疑義のある種が少なから
ず含まれており、詳細な調査が必要な状況でした。昨
年度から新たに調査を実施しており、ここではこれま
でに得られた知見を少し紹介します。
　東海地方の湿地といえば、ハルリンドウ、ヘビノボ
ラズ、トキソウなどのほか、ハッチョウトンボ、ヒ
メタイコウチなど湿地特有の種が有名で、花が美しい、
日本で最小のかわいらしいトンボなどという点で注目
されやすいのですが、では実際に矢並湿地に生息して
いる昆虫類とはこういった注目される種だけなので
しょうか？
　実は矢並湿地を始めとした湿地に生息する昆虫類の
調査は非常に遅れており、解明が進んだのはここ最近
のことです。湿地に注目する人があまりいなかったこ
と、長靴・胴長が必須であること（湿地を攻めるのに
長靴だけでは不十分！）、捕虫網を使った通常の採集
では得難い種が多いことなどが理由として考えられま
す。
　どれだけの昆虫類が生息しているか現在も調査中の
ため、正確なことを述べるのは難しいのですが、一部
の目立つ種を除いて多くが人目につかずひっそりと暮
らしているのです。
　モートンイトトンボ、ハッチョウトンボ、シオカラ
トンボなどは目につきやすいですが、湿性植物群落の
中に入り込むとその根際にはケシミズカメムシなどの
水生半翅類、マルハナノミ類、ハネカクシ類など体長
2～ 3mm程度の種が多数生息しています。少し水が
溜まった場所では、ゲンゴロウ類・ガムシ類が見られ、
ヒメガムシの個体数が豊富です。

　湿地を流れる細流沿いでは、スカシヒロバカゲロウ、
日本最大のガガンボであるミカドガガンボなどが見ら
れます（幼虫はいずれもゆるやかな流れのある環境に

生息します）。常に湿り気のあるこういった場所付近
ではコケ類が繁茂し、網を受け皿にして叩くとマルグ
ンバイ、ヒメテントウ類などの微小種が落ちてきます
（一番多いのはクモやワラジムシなどですが…）。

　発電機を使用した灯火採集では、昼間目にすること
ができない様々な甲虫や蛾類が飛来し、幼虫が水生の
ミズメイガ類も確認されています。カワゲラやトビケ
ラ類も得られていますが、このグループは研究が進ん
でおらず、今後も多くの種が追加されるでしょう。
　また、湿地を
囲む樹林地は、
落葉樹と常緑樹
の混交林で、ア
カマツも生育す
るので、５月頃
にはハルゼミの
鳴き声が聞かれ、
照葉樹林に多い
アミメクサカゲロウも確認されています。林床部には
朽ち木が点在し、こういった倒木に生えるキノコなど
に菌食のトビイロオオヒラタカメムシ、オオキノコム
シ類などが群がっています。
　外来種は今のところそれほど多くはありませんが、
アワダチソウグンバイのほか、東湿地でタイワントビ
ナナフシが新たに確認されました。
　矢並湿地はラムサール条約登録湿地となり、今後ま
すます注目される存在となるでしょう。上高湿地・恩
真寺湿地も含めたこれら湿地群では、今のところここ
でしか記録のない種や種名が未確定の種も得られてお
り、さらなる調査の必要があります。これからの一般
市民への普及・啓発、保全計画の策定などに役立てる
ためにも、正確な昆虫相解明が望まれます。

（やざき　みつひこ、名古屋昆虫同好会 幹事）
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矢並湿地に暮らす虫たち
矢崎　充彦　

春早くに姿を見せるシオヤトンボ

草本をかき分けて現れたアシナガサシガメ

スゲの穂に群がるツヤネクイハムシ
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　豊田市亀首町の籠川左岸に隣接した土地に、写真の
ような風変わりな形の浅い池があります。この浅い池
は、矢作川流域であまりみられなくなった水生生物を
市民の方にも身近に感じてもらうのを一つの狙いに、2
年ほど前それまで水田だった場所に矢作川研究所が造
成しました。もし、隣接する籠川の水を導水して川と
連続していれば、魚が自由に往来きるようにすること
が期待できたのですが、現在は農業排水の供給を受け、
籠川とはコンクリート水路と堤防とで遮られています。

　河川との連続性
の確保は将来の
課題として、今は
この水たまりに棲
む様々な生き物達
がどう推移するか
を観察しています。
水生昆虫は飛翔す
るので、いつの間

にかアメンボ、マツモムシやコオイムシが棲みつくよう
になったものの、魚はそうはいきません。昨年からタモ
ロコやメダカ等の小魚を放流してはいるのですが、オ
タマジャクシのように群れるという状態にまでは至って
いないようです。どちらの魚も水槽では比較的容易に
増やすことができますが、自然に近い環境でエサも与
えずに増やすのは、ひと筋縄ではいかないのかもしれ

ません。池の形状に少
しずつ手を加え、繁茂
する水生植物の量と種
類を調節し、定着する
生物がどう変化するか
見つめていくつもりで
す。
　豊田市で近年になっ
て最もその数を減らし
ているグループの一つが、このような浅い止水域や湿
地に棲む生き物です。河川工事をはじめとする開発に
よって止水的な環境が失われたのが原因とみられます。
農耕が始まる前のため池のない時代、止水的な環境の
多くは河川に隣接し、しかも河川の流量の増減に呼応
する形で大きさを変えたと想像されます。豊田市の天
然記念物のウシモツゴやカワバタモロコも、本来はこ
うした水域に適応した魚ではないかと私は思っていま
す。生物の棲息場所を復元するにあたり、河畔の土地
を活用できれば大きな効果が期待できるかもしれませ
ん。希少となったこれらの止水性生物の生息にとって、
流水域と止水とがどのように組み合わさった河川環境
が望ましいか、このフィールドをモデルに探っていこう
と思います。

（やまもと　としや、主任研究員）

1
再生紙を使用しています

　昨年豊田市の 3 湿地がラムサール条約の登録湿地となりました。世界遺産と同様に、
今後は指定後の保全策が重要となります。豊田市域には多くの湿地が見られますが、そ

れらの湿地がそこに生息する貴重な動植物と共に、末永く継承されるよう守っていきたいと思います。（間）

後記

▶第5回「矢作川天然鮎感謝祭」開催のお知らせ
　「矢作川天然鮎感謝祭」は、矢作川を遡上する天然アユの恵みに感謝し、矢作川への関心を高めてもらうた
めに開催します。当日の矢作川王鮎釣り大会で釣れたアユを、みんなでおいしく食べる楽しい会です。昨年は、
焼き師の指導のもと参加者が、実際にアユを串に刺し、塩焼きにする体験をしました。今年も見て触れて食べ
て矢作川を体感しましょう！
◆日　時：平成 25年 9月 1日（日）午前 11時～（悪天または増水時は平成 25年 9月 15日（日）に延期）
◆場　所：豊田大橋東側の河川敷
◆内　容：講演、アユの塩焼き大会

※アユの釣れ具合により、塩焼き本数及びお配りする数が変わります。
※当日、午後の釣り大会決勝戦で釣ったアユを表彰式後に抽選でお配り
　しますので、お持ち帰り希望の方はクーラーボックス等をご持参下さい。

◆申込等：不要（先着 300 名）、参加費無料
◆主　催：矢作川天然鮎感謝祭実行委員会
◆問合せ：豊田市矢作川研究所（0565-34-6860）

コオイムシとオタマジャクシ

造成した池

籠川のほとりに生き物の豊富な浅い池を造成しました
山本　敏哉　
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